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フッ素を部分的かつ選択的に導入した有機フッ素化合物は生理

活性や物理特性などに著しい変化が現れることが多いため、医農薬

や機能性材料をはじめとする様々な分野で注目を集めている。例え

ば右図に示すようにピラゾール環上にトリフルオロメチル基を有

する Celecoxib は抗炎症剤として広く用いられている。従って有機

化合物中の望みの位置にフッ素を導入するための方法論の開発は

重要なテーマとなっている。当研究室ではそのような有機フッ素化

合物の合成をビルディングブロック法を用いて研究しており、最

近、ピラゾール環上の 4 位にトリフルオロメチル基を有するスタニ

ルピラゾール(1)の合成に成功した。今回、この化合物の汎用性を調

べる目的で1の窒素上をメチル化したN-Meピラゾール(2)を位置選

択的に合成しその反応性を検討したので報告する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
医薬品 (抗炎症剤、Celecoxib)  

 
化合物(2)の合成は低温で 1 を塩基処理して得られるアニオンにヨウ化メチル（MeI）を反応さ

せることで高収率かつ位置選択的に行うことができた。2 のスタニル基を nBuLi を用いて対応

するアニオンに変換後、求電子剤にアルデヒド類やケトン類などを用いて付加反応を検討した

結果、高収率で付加体(3)を与えることがわかった。 
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